
 

                                 

 

 

要  旨  

 北九州市は、遺体火葬場と遺骨埋葬場を事業として行っているようだ

が、葬儀事業は行っていないようだ。陳情人は、死者への儀礼としては、

葬儀と火葬と埋骨の三者は一体のものだと思うので、今回の葬儀事業を

陳情するものである。 

近年、葬儀に関する施主と葬儀社との間のトラブルが目に見えて増加

しているようだ。施主はできる限り費用を安くお願いしたいが、それに

反するかのように、葬儀社は利益を得ようと一定の金額を要求する。葬

儀社は、利益を求めるがあまり法外な金額を要求し、施主は泣き寝入り

するケースが増加しているという報道が多くあるという。 

陳情人は、トラブル予防に葬儀社を訪問して葬儀の見積を入手した。

参列者25人のいわゆるこれが一般的な葬儀かと思われる内容で見積もっ

ていただいた金額は、葬場１日使用の場合160万円であった。たかだか１

人の１日だけの葬儀で、葬儀社に払う金額が160万円とは大変大きすぎる

金額と感じた。 

 ある葬儀を行っている自治体の報告がＮＨＫで取り上げられていたが、

一般的な簡素な葬儀ではあるが45万円前後でできて、市民に大変喜ばれ

ているとのことであった。また、年長者の施設で葬儀を行っている場面

ではたしか、共通スペースに棺を置き、入居者らが折り紙で飾り、故人

が好きだった食べ物(おとき)をみんなで食べて、お見送りをする様子が

報道された。これならば、費用も安価で他の入居者も安心して死んで行

けると思った。また、別の報道では、葬儀を行っている自治体は複数あ

るようであった。 

ついては、北九州市も研究していただき、低所得の市民に喜ばれる安

価でトラブルのない葬儀を行う部署を設けていただくよう陳情する。 
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